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＜病棟連絡事項＞
・本日の当直医が下記の通り変更となります。周知お願い致します。
3/21　当直医
（変更前）小柳Dr　→　（変更後）深澤院長
庶務チーム

＜東病棟入室状況＞
【転出】
・佐藤　准様：東病棟Dユニット18号室→西病棟Aユニット47号室

＜患者様連絡事項＞
・安ヶ平　小倭子様～9:30柞木田Dr.来棟され、排尿量についての確認あり、ここ数日のトータル排尿量や深夜帯での排尿量について情報提供。尿量多くなってきている為、柞木田Dr.より臨時処方の五苓散は3×毎食前→2×朝・夕食前へ減量の指示あり、3/21～3/23の分迄除剤している。又、発熱（主に夜間）続いている為、カロナール（200）1T　1×夕食後　3日分処方。

・坂本　和子様～深夜帯で酸素飽和度低下あり、合併症室へ移動していた。小柳Dr.来棟され、診察。至急採血（本日祝日にて検査センター休業の為、明日施行）、胸部CT、心電図施行指示あり、10:30より胸部CT・心電図検査施行している。検査結果や診断等は小柳Dr.診療記録参照。内縁の夫に連絡し、緊急時や今後に関して相談していく予定。臨時薬のアリピプラゾールOD錠3mgは同内容で7日分継続処方。

・嶋守　敏雄様～船場Dr.診察して頂く。腹部の大動脈の拍動はあるが、大動脈瘤の可能性は低いとの事。過鎮静、脱水と考えられるとの事、点滴ラクテック1本（1日1本抜き差し）5日間指示あり。又、過鎮静の可能性も考えられる為、主治医には薬剤調整を確認していくよう指示あり。主治医出勤後、現在服用している薬について情報提供し持参の漢方(抑肝散)と就床前薬の一部(デエビゴ)を中止にして経過観察の指示あり。又、ヒューマリンRミリオペンの残量が少ない為、1本処方して頂く。

・川向　高夫様～臨時薬のロスバスタチンOD錠2.5mg、メマンチン塩酸塩OD錠5mgは同内容で7日分継続処方。又、時折血圧高値見られている為、アムロジピンOD錠5mgが7日分処方。

・笹本　岩男様～臨時薬のシクレスト舌下錠5mg、点滴は同内容で7日分継続処方。

・関橋　長一様～点滴は同内容で7日分継続処方。

・中里　和弘様～臨時薬のベルソムラ錠15mgは同内容で7日分継続処方。

・竹内　礼子様～臨時薬のベルソムラ錠15mgは同内容で7日分継続処方。又、経口からの内服は本人の疎通の不良さ、拒薬・吐薬があり、困難である為、ロナセンテープが7日分処方。

・下川　アキ様～臨時薬はリスペリドンOD錠1mg→1.5mgへ増量、他同内容で3/25分迄それぞれ処方。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間の開放観察実施。開放中、他室侵入し他者の私物を弄る迷惑行為頻回な為、早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。朝食後～16時までミトン・両下肢拘束解除。対面時不機嫌さ無し。不穏興奮、危険行為無し。再拘束にも拒否無く応じている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・竹内　礼子様～対面時易怒性あり。朝食後薬は内服出来ず主治医より拒否時はスキップ可の指示あり。配膳するが食事はほぼ摂取出来ず。腰痛の訴えあり、日中臥床している事が多い。

・岡本　将孝様～食事セッティングするが促しにも摂取せず、不食。指示の点滴実施している。自己抜去等問題無く点滴終了。

・久保　ハナ様～体温37.7～37.8℃、酸素飽和濃度90台前半。クーリング継続し、経過観察。昼分の経管栄養はトラブル無く終了。痰鳴あり、適宜吸引にて対応する。四肢の不随運動は目立ず。

・坂本　和子様～酸素飽和濃度の低下に伴い主治医と船場Dr.診察。胸部CT、心電図検査指示あり。心不全の慢性的な経過によるものとの事で経過観察。酸素飽和濃度はギャッジアップにて90台前半にて経過。食事中に息切れや喘鳴は無く、朝、昼とも1/2摂取。意識レベルの低下無く、疎通良好。

＜金Dr.診察情報＞
・田中　文男様～臨時薬は同内容で14日分継続処方。又、東病棟Bユニットor西病棟への転出可。白内障に関しては馬場町眼科クリニックへの他科受診可となる。

・東野　愛様～診察時、退院に関しての話を主治医にしている。

・沼山　真紀子様～診察では本人が親戚に電話をかけたいと希望。主治医より親戚や弁護士については電話制限しない、ただし、相手に迷惑をかける事があれば制限をすると本人に伝えている。又、食事はハーフ食を常食に、朝食はパン（菓子パン禁）希望し、今回は希望を受け入れている。

・久保　ハナ様～臨時薬のアンブロキソール塩酸塩錠15㎎は同内容で7日分継続処方。

・高橋　信一様～トイレでの自力排泄出来ており、食事も摂取している。依存的な言動も目立たなくなっている。

